
プロティノスの
「天について」II-1-(40) 

1
1 宇宙は、身体をもってはいるが、過
去にも常に存在したし、将来も存在す
るだろう、とわれわれは主張しているの
だが、その原因を神の意志に帰するな
らば（『ティマイオス』41a-b�に、天体は
作られたものだから、解体されうるもの
だが、創造者の意志によって永久に存
在する、とある）、

第一に、われわ
れはおそらく真
実を述べている
のではあろう
が、何ら明確な
ことを呈示して
はいないことに
なるだろう

5�第二に、諸元素は変化
し、地上の生きものは死亡
するが、その際エイドス
（種）は保村されるという事
実は、もしかしたら世界全
体の上にも同様のことが起
きているのではないかとい
う疑念をわれわれにいだか
せるだろう

8�つまり、（宇宙の）身
体はつねにこそこそと
逃げまわり、流動してい
るのであって、意志が
なしあたうことは、単
に、同じエイドス（形相）
を異なる時に異なるも
のの上に押印し、

かくして数的に一つ
のものをではなく
て、種として一つの
ものを永久に保全
するだけのことでは
ないか（アリストテレ
ス『形而上学』
V6,1016b31-32
）

11�というのも、いっ
たいどうして、一方
で地上の諸々のも
のは単に種としての
み永久性をもつの
に、他方で天体と天
自身は、個体として
永久性をもちうるだ
ろうか

14�しかし世界は一切のものを
包含していて、変化しようにも、
世界がそれへ変化すべき何も
のもないのだし、また何かが外
から落ちて来て、（世界を）死滅
させることもありえないという事
実に、不滅の原因をわれわれ
が帰するとすれば、

なるほど世界の
全体と総体に対
しては、この論
からして、滅ぼ
されえないだろ
うという保証を
与えたことにな
るだろうが、

他方太陽やその他の星々
の実体が、いつまでも存在
しつづけるというわれわれ
の主張は、それぞれが部分
であって全体や総体ではな
いのだから、この論からして
は信用を得ることはできな
いだろう

20�むしろそれらには、ちょ
うどまた火やその類のもの
のばあいにそうであると思
えるように、種としての存続
のみがあるということの方
が信じやすいし、またまさに
宇宙全体についても、そう
思えるのである

23�なぜなら、宇宙は外
から他者によって滅ぼ
されないとしても、その
諸部分が相互に滅ぼし
合うという仕方で、それ
自身によってつねに滅
亡を繰り返しており、種
としてのみ存続してい
るのだということ、

そして宇宙の基体は本性上つねに
流動しており、他者がこれに形相を
与えることによって、この全体的な
生きものの上にも、人間や馬やそ
の他の生きものの上に起きるのと
ちょうど同じことが起きているのだ
ということを、妨げる事情は何もな
いからである

27�というのは、
人間や馬はつ
ねに存在する
が、同じものが
（つねに存在し
ているの）では
ないのだから

28�だから、宇宙の或る部
分は、つまり天はつねに存
在しつづけるが、他方地上
のものは滅ぶのだというこ
とにはならないのであって、
一切のものが等しく滅ぶの
であり、ただ時間の点での
み異なるのである

31�というのも、
天にあるものが
より長時間存在
するものだとい
うことは、承認
するとしよう

33�さてそこで、もし一
方われわれが、単に以
上の意味でのみ永久性
が世界とその諸部分に
あるのだということを容
認するならば、この説に
付きまとう難点は、少な
いだろう

34�いやむ
しろ、われ
われは困惑
から完全に
脱すること
ができよう

35�もしも神の意志
が、このような仕
方、この方式によっ
ても世界をシュネケ
イン（維持（統轄））
するに十分有能で
あるということが示
されるならばである

37�他方も
し、世界の
或る特定の
部分は

ーーそれが
どれほどの
大きさのも
のであろうと
ーー

個体として永久性
をもつのだとわれわ
れが言うならば、
（神の）意志がそれ
を実現するに十分
であることが示され
ねばならないばかり
か、

それでもなお、なぜ或る部
分はそうで、他の部分はそ
うでなくて、単に種としての
み永久性をもつのかという
難点が残るし、また天にあ
る部分が（全体と同じよう
に）それらもまた永久性をも
つのは、どういうわけか

40�というのも、そ
の同じ理由で、すべ
ての部分も（したが
って地上のものも）
また永久に存在す
るだろうから

2
1 さてしかし、この意見をわ
れわれが受け入れて、天と
その内にあるすべてのもの
は、個体として永久性をも
ち、他方、月の天球から下
にあるものは、種としてそれ
をもつのだと主張するので
あれば、

ではどうして天が身体をも
ちながら、本来の意味で
の、つまり個物として不変
であるという意味での、個
体的同一性を保持しうるの
だろうか、物体というものは
本性上つねに流動して止ま
ないものであるのに

8�というのも、この点
は、自然について論じ
た他の人びとの意見で
もあるが、とりわけプラ
トンその人が、他の物
体についてだけでなく、
まさに天上の物体につ
いても、そう考えている
のである

9�というの
は、「どうし
て天体が」

ーーと彼は
言っている
ーー

「身体をも
ち、目に見
えるもので
ありながら、
不変性と同
一性をもち
うるだろう
か」

11�つまり彼は、太
陽はつねに新しくな
っているのだと言っ
たヘラクレイトス（ヘ
ラクレイトス『断片』
B6,DK）に、このば
あいにも同意してい
るわけである

13�というのも、なるほどア
リストテレスにとっては、人
がもし第五物体（元素）（ア
リストテレス『天について』I 
3,270b21-22）について
の彼の仮説を受け入れる
ならば、何の造作もないこ
とだろうが、

他方これを仮定せ
ず、天の身体もここ
地上の生きものた
ちと同じものからで
きていると考える人
びとにとっては、どう
して天が個体性を
（永久に）保持しうる
だろうか

16�まして太陽
その他の天体
は、天の部分で
あるのだから、
どうして（永久で
ありえようか）

18�さて、生きものはすべて
魂と身体の本性とから成り
立っているので、もしはたし
て天が数的に（個体として）
永久に存在するのであれ
ば、天は、それを構成する
両者の力でか、それともど
ちらか一方の、

つまり魂か
身体の力に
よって、存
在するので
あろうという
ことが必然
である

21�さてそこで、一
方、身体に不滅性
を認める人（アリスト
テレス）は、この点
に関する限り、（宇
宙の）魂というもの
を全然必要としない
だろう

23�あるいはま
た、その生きも
のが構成される
ために（魂と身
体が）つねに一
緒にいることを
も（必要としな
い）

24�他方しかし、身体はそ
れ自体としては可滅的であ
ると主張し、魂の方に（永久
性の）原因を帰する人（『テ
ィマイオス』30b）は、身体
の性質もそれ自体としては
本来構成と存続に反抗する
ようなものではないのだと
いうこと、

なぜなら、本性にしたがっ
て一つに組み合わされた者
たちの間には、非協調的な
ものは何もなくて、素材で
すら作り上げた者の意志に
協力するのだから、というこ
とを示さなければならない

3�
1 さてそれで
は、どのようにし
て世界の素材と
身体は、つねに
流動していなが
ら、宇宙の不死
性に対して協力
的でありうるだ
ろうか

ーーとわれ
われは答え
ることがで
きようーー

3�いや
それは
ね

それ（身体）
がそれ自身
の内で流れ
ているから
なのだ

4�なぜな
ら、外へは
流れ出ない
のだから

4�で、それがそ
れの内で流れ
て、それから外
へは流れないな
らば、それは同
一のものであり
つづけて、増大
も減少もしない
だろう

5�したがっ
てまた、老
化もしない
わけだ

6�それにまた、
大地にしても永
遠の昔からつね
に同一の形状と
嵩とを保ちつづ
けている事実
を、見なければ
ならない

7�また空気
も水の本性
も、足りなく
なる気づか
いはない

7�だから、諸元
素の何ほどかが
変化しても、そ
れが一個の全
体的な生きもの
（宇宙）を変質
せしめることは
ないのである

10�というのは、わ
れわれにしても、そ
の諸部分はつねに
変化しているし、外
部へ出て行ってもい
るのだが、それでも
各人は長い間ありつ
づけるのだから

11�他方、外部というものを
全然もたないもののばあ
い、そのようなものの身体
の本性は、魂に対して、そ
の生きものが同一の生きも
のであり、永久に存在しつ
づけるということに関して、
非協調的ではないだろう

14�さて火
は、ここにと
どまらないこ
とにかけて
は、俊敏で
すばやい

14�ちょうど
土もまた、
上方にとど
まらない点
では同様で
あるように

15�で、われ
われは決し
てこう（アリ
ストテレス
の言うよう
に）信じては
ならない

15�すなわち、火がそこで
停止すべき所へいったん到
達したならば、自己本来の
場所に腰を落ち着けたので
あるから、他の諸元素も同
様であるように、火もそれ
以上（上方あるいは下方
の）両方向へ安息の場所を
求めることはしないのだ、と

18 なぜな
ら、火がもっ
と上方へ運
動すること
はできない
のだ

19�（上
が）もう
全然な
いのだ
から

19�また火
は本性上、
下方へは運
動しないの
だから

19�そこで、火にとって
残されているのは、（導
きに）従順であること、
そして（世界）魂によっ
て本性に合う引っ張り
方で引っ張られて、す
ばらしい場所で（円）運
動して、非常により生き
方をすることである

21�もしかし
てそれが落
ちはしまし
かと心配す
る人がある
ならば、そ
の人は安心
してよろしい

22�なぜなら、
魂の引きまわす
動きが、すべて
の下方への傾き
に先んじて、そ
れを制圧し、受
け支えるからで
ある

23�しかもまた
火は、そもそも
下方への傾向
をそれ自身とし
てはもたないと
すれば、火は抵
抗することなく
とどまるのであ
る

24�かくして、一方われ
われの諸部分は、一定
の形態をまとっていて、
成分（の流出）をせき止
めることができないの
で、存在しつづけるた
めには、他者から部分
を要求するのだが、

他方、かの
所からは何
も流出しな
いのだとす
れば、養わ
れる必要は
全然ないわ
けだ

26�これに反して、もしもか
の所から火が消されて流出
するのであれば、別の火が
燃やされねばならないし、し
かも、もしこの火を他者から
得るのであり、後者からこ
れが流出するのであrば、
それの代わりに、さらに別の
火が必要である

29�しかしこれだと、（宇
宙という）この全体的な
生きものは、このような
仕方では存在しつづけ
るとしても、同一の個体
としては存続しえない
だろう

アナクシマンドロス
やヘラクレイトスの
説く、天体の火は
地上から上昇する
水分などによって
養われるという説
に対する、プロティ
ノスの反駁

4�
1 しかしこの問
題は、つまり何
かがかの所から
流出するので、
そのために、か
の所のものたち
（天体）も

ーー本来の
意味でのそ
れではない
がーー

<栄養>
を必要
とするの
である
か、

それとも、ひとたび
かの所へ配置され
たものは、自己の本
性によってそこへと
どまりつづけるので
あって、いかなる流
出（消耗）もこうむら
ないのであるかとい
う問題は、

当面の主題（天
が個体として永
久に存続するか
どうか）との関
連においてでは
なく、それ自体
として、考察さ
れなければなら
ない

5�また、かの所にある
のは火だけか、それと
も火が大部分で、その
他のものは支配的なも
の（火）の力によって高
く上げられ、宙に浮かん
でいるのか、という問題
も

7�さて、もし
ある人が、
このように
純粋で、あ
らゆる点で
よりすぐれ
ている諸物
体（天の火）

ーーというのも、
自然は他の生き
もののばあいで
も、それらの主
要な部位には、
よりすぐれたも
のを選び集めて
いるのであるか
らーー

に加えて、（天の不
死性の）もっとも主
要な原因として魂
を付加するならば、
その人は天の不死
性について堅固な
思想をもつことにな
るだろう

11�というのも、なる
ほどアリストテレス
も正当に名づけた
ように（アリストテレ
ス『気象学』
I3,340b23、「火は
熱の過剰であり、い
わば沸騰である」）、

炎は一種の
「沸騰」であ
り、いわば飽
満したため
に威張って
いる火であ
るが、

他方かの所
の火は、一
様な、静か
に落ち着い
た、星々の
本性に相応
する性質の
ものである

14�しかしも
っとも重要
な理由は、
次の通りで
ある

14�（宇宙の）魂は最良のもの
たち（直知界のもの）に隣接す
る所に位置していて、驚嘆すべ
き力を得て動いているので、ひ
とたびこの魂の内に置かれたも
のが何か、それから逃れさっ
て、非存在のうちへ没すること
が、どうしてできようか

16�そして、神から飛び出
てきた魂を、いかなるきず
なにもまさって強力であると
考えないことは、万有を抱
きかかえる（シュネケイ
ン:συνέχειν:連続）原因に
ついて無知な人間のするこ
とである

20�というのも、何
ほどかの時間保持
できた魂が、このこ
とを永久にわたって
行なうのではないと
いうのは、おかしな
ことである

21�それだと、まるでこの保
持するということが強制的
に起きたかのようであり、ま
た自然な状態とは、これ、
つまり世界の本性に根ざし
ており、世界の諸部分がみ
ごとに配列されている状態
とは別の状態であるかのよ
うである

23�あるいはまた、何者か
強制的に組織をいつか解
体するであろうものが存在
するかのようであり、またい
わば一種の主権や支配権
が、魂をその自然な地位か
ら、将来いつか追い落とす
かのようである

25�また、世
界がかつて
いつか存在
し始めたの
でない（無
始）という事
実は

ーーというの
も、それは
不条理であ
るし、そのこ
とはすでに
説明された
ーー

未来に
関しても
保証を
与える

28�というの
も、世界が
すでに存在
しなくなった
時が、どうし
てありうるだ
ろうか

28�なぜな
ら、諸元素
は、木材そ
の他その類
のもののよ
うに摩滅す
ることはな
い

29�そしてこ
れらが永久
に存続する
ならば、世
界もまた存
続するので
ある

30�また前
者がつねに
変化すると
しても、世
界は存続す
る

30�なぜな
ら、変化の
原因もまた
存続するわ
けだから

32�また、魂の後悔（グ
ノーシス派の説）、が虚
妄であることはすでに
示されたが、その理由
は、管理が、労苦を伴
わぬ、無害なものだと
いうことであった（この
前後はII-9に記述され
ている）

34�また実際、
たとえすべての
物体（元素）が
滅びうるとして
も、魂にとって
不都合なことは
何一つ起きない
だろう

5�
1 ではどうし
て、かの所にあ
る諸部分は存
続して、ここの
諸元素と生きも
のは存続しない
のか

2 それは、プラトンが言
うように（『ティマイオ
ス』69c）、前者は神
（δημιουργός）によっ
て生じたのに対して、こ
この生きものたちは、か
の神によって生じた
神々によって生じたから
である

4�そして、かの
神によって生じ
たものが亡びる
ことは許されぬ
定めなのである

5�これは、
次のように
言っても同
じことである

5�天の魂は
制作者に隣
接している

6�なお、わ
れわれの魂
とても同様
である

6�そして天
の魂の本体
からそれの
影像が出て

ーー上
方から
いわば
流れ出
てーー

これが地上
の生きもの
を作るので
ある

9�さて、この
ような魂
が、かの（天
の）魂を真
似るのであ
るが、

ここの生きものは永
久には存続できな
いし、また物体も、
もう一方の魂が直
接にそれらを支配
するばあいと同じよ
うには、支配されな
いのである

しかしより劣悪な物体（元
素）を制作に用いるために、
またより劣悪な場所で（制
作する）ために、そして組成
に用いられるもの（元素）が
じっととどまっていることを
承知しないために、力及ば
ず、

15�他方、天の全体
が存続しなければ
ならぬとすれば、そ
れの諸部分、つまり
天の内の星々もまた
存続しなければなら
ないわけである

16�なぜな
ら、これらも
同様に存続
しないなら
ば、どうして
天が存続し
えようか

17�というの
も、天の下
のものは、も
はや天の部
分ではない
のである

18�さもない
と、天は（恒
星から）月ま
ででないこ
とになるだ
ろうから

19�これに対して、われ
われは、天の神々（天
体）と天自身とから与え
られた魂によって形成
され、この魂によってま
た、われわれは身体と
結ばれているのでもあ
る

20�というのは、われわ
れがそれによってわれ
われ自身であるところ
の、もう一つの魂は、わ
れわれが<ある>ことの
ではなくて、<よくある>
ことの原因なのである

22�とにかくそれは、われわ
れの身体が生じた後にやっ
てくる（ストア派は、理性は
われわれが七才の頃に生
じるとする）のであり、われ
われが<ある>ことに対して
は、理性的思考によって、
些少の援助をするだけであ
る

6�
1 しかし、（天は）火
だけなのかどうか、
またあそこ（天から）
流れ出るので、（天
体は）栄養を必要と
するのかどうかを、
<今度は>考察しな
ければならない

2�さてティマイ
オスは、彼は世
界の身体をまず
最初に土と火か
ら作り上げよう
としたのである
が

ーーその理由
は、世界の身体
が、火によって
可視的となり、
土によって固く
なるためだがー
ー

星々もまた火でできて
いる、ただし全体が火
なのではなく、星々は固
さをもっていることが明
らかなので、大部分が
火でできているとする
のが、首尾一貫してい
るように思えたわけであ
る

2�彼は
語ってい
る

6�そして、
おそらくこれ
は正しいの
であろう

7�プラトンも
またこの意
見を、ありそ
うな論だと
判定した
（『ティマイ
オス』29�d）
ことでもある

7�というのは、一方われわれの知
覚からすれば、視覚によっても、触
覚的把握によっても、星々は大部
分または全体が火でできているよ
うに見えるが、他方またわれわれ
が理屈の上から考察するならば、
固いものは土なしには生じえないと
すれば、星は土をももつはずである

12�しかし
水と空気
を、どうして
星が必要と
するだろう
か

13�というのは、あ
れほどの火の内に
水があるのはおかし
く思えるだろうし、ま
た空気が火の内に
含まれていれば、そ
れは火の本性へと
変化するだろうから

15�しかし（ティマイオ
スの言うように）両端の
項をなす二つの立体は
二つの中間項を必要と
するというのであれば、
人はこの関係が自然物
においてもそのまま成り
立つのかどうかを問題
となしうるだろう

古代ギリシアの三大作図
問題として、円積問題、角
の三等分問題、立方体倍
積問題がギリシア時代の
数学者によって立てられ
ていて、立法体倍積問題
については、ヒポクラテス
がこの問題は、a:r=r:s=s:
2aを満たす「比例中項」で
ある、rとsを見つけることと
等価であることを示した

18�なぜなら、
土にしても、人
はそれをどのよ
うな中間項をも
必要とすること
なしに、水と混
ぜることができ
るだろうから

20�だがもしわれわ
れが、「いやそれ
は、土と水の内にす
でにその他のものも
含まれているから
だ」と答えるなら
ば、おそらく一理あ
ることを言っている
ように見えるだろう

21�けれどももしだれかが、「し
かしその二つ（水と空気）は、
（水と土を）結び合わせるため
に集まっているのではない」と
反論するならば、「いやそれで
も、両者（水と土）のおのおのが
すべてを含んでいることによっ
て、両者は結び合わされるの
だ」とわれわれは答えるだろう

22�しかしはたし
て、火がなければ
土は可視的ではあ
りえず、土がなけれ
ば火は固くはありえ
ないのだろうか、こ
れをわれわれは考
察しなければならな
い

23�というのは、もしそうだ
とすれば、多分、どの元素
もそれ自体では自己の本
質というものをもたないで、
すべての元素が混合したも
のであり、優勢な部分にし
たがって、それぞれの名前
で呼ばれているわけであろ
う

25�というのも、
人びとの言うと
ころでは、土に
しても、しめり気
なしには存在す
ることができな
い

26�水のしめり
気が土にとって
膠なのであるか
ら（プルタルコス
『第一義的に冷
たいものについ
て』952bに、
「水は膠着させ
保持する性能を
もつ」とある）

27�しかし、たとえその通りだとわ
れわれが承認するとしても、それで
も、そrぞれの元素は何かであると
言う一方で、それぞれがそれ自体
だけで存在することも認めず、他の
ものといっしょくたにあるのだ、それ
ぞれは無であるのだから、と主張
することは不条理である

30�なぜなら、くっつけ
るための水が（土の）内
にあるのでない限り、土
の内で土である部分も
また無であるとすれば、
どうして土の本性や、土
の本質というものがあり
うるだろうか

31�また、（土に）大きさ
が全然ないとしたら、水
は何をくっつけるのだろ
うか、それを隣接する
他の部分へ水がつなぎ
合わせようとする、まさ
にそのものがないわけ
だから

33�というのは、たと
え何ほどわずかの
量でも、土そのもの
に大きさがあるとす
れば、土は本性状、
水がなくても存在す
ることができるはず
であろう

34�それとも、
そうでなけれ
ば、水によってく
っつけられるも
のは何もないこ
とになろう

36�また空気につい
て言えば、土の塊
が存在するために、
どうして空気を、変
化する前の、空気と
してとどまっている
空気を必要とする
だろうか

38�また火については、
土が存在するために
（火を必要とする）とは
（ティマイオスによって
は）述べられていない
が、土自身も他の元素
も、可視的であるため
には（火が必要である）

39�なぜなら、
見られるというこ
とは光によって
起きることだと
同意するのが、
たしかに条理に
かなっているの
だから

40�というのも、
暗闇は見られる
のではなくて、
ちょうど無音は
聞かれるのでは
ないように、暗
闇も見られるの
ではないと言う
べきであるから

41�けれども
（土の可視
であるため
に）火が（土
の）内に存
在すること
は必要でな
い

41�なぜな
ら、光があ
れば十分な
のだから

42�とにか
く、雪その
他きわめて
冷たい多く
のものが、
火を含むこ
となしに輝
いているの
である

43�「いや、
しかし火は、
内にあった
のだ」とだれ
かが言うか
も知れない

43�「そして
色を与えて
から去った
のだ」と

45�そして水に
ついても、はた
してそれが土を
取り入れなけれ
ば水ではありえ
ないのかどうか
が、問題とされ
るべきである

46�また空
気は、もろい
ものである
のに、どうし
て土を含有
すると言わ
れうるだろう
か

47 また火について
も、はたして火がそ
れ自身では粘着性
も三次元性ももって
いないのかどうか、
そしてそのために土
を必要とするのかど
うかが（問題であ
る）

48�また
固さが

ーーただし
三次元性と
いう意味で
はなくて、抵
抗性という
意味でのそ
れであるが
ーー

火に、火が
自然的物体
である限り
で、どうして
そなわって
いないこと
があろうか

50�ただ
し、固さ
は土に
のみあ
るのだ
が

50�というの
は、濃密さ
にしても金
に

ーーこれは水である
が（金が水であると
いう説は『ティマイ
オス』59b、アリスト
テレス『気象学』IV 
10,389a 7）ーー

付け加わっ
ているが、こ
れは土が加
わったから
ではなくて、
濃密性もし
くは凝縮性
が加わった
せいである

52�だから火にして
も（天体のばあい）
魂が寄り添っている
のだから、これの力
によって、火それ自
身だけで存在する
ことが、どうしてでき
ないだろうか

54�事実ダ
イモーンの
なかには、
火でできて
いる生きも
のもいるの
である

55�しかし、そうで
あればわれわれは、
すべての生きもの
がすべて（の元素）
から構成されている
ということを、くつが
えすことになるだろ
う

56�いやそ
れとも、だ
れかがこう
言うだろう
か

56�それ
は地上
の生きも
ののば
あいにそ
うなのだ

58�他方、
土を天にま
で上げるこ
とは自然に
そむいてお
り、自然の
定めたこと
に反してい
る

58�またもっとも高速の
運動が、土を成分とす
る物体をともに回転さ
せるということも信じが
たいし、かの所の火の
輝きと白さにさしさわる
（矛盾する）ことでもあ
る、と

7�
1 そこでわれわ
れは多分プラト
ンにもっと注意
深く耳を傾ける
べきであろう

3�全宇宙の内
には、今言った
ような意味での
固いもの、つま
り反発力をもつ
ものがなければ
ならない

4�それはつまり、土が中心
に据えられて台となり、その
上に上がったものの座とな
るため、またそれの上に住
む生きものたちが、そのよ
うな固いもの（大地）を必ず
もつことができるためであ
る

6�そして土
は、それ自
身で凝集性
をもつが、
火によって
照らされる

6�また土は乾い
てしまうことの
ないように、そし
て部分相互間
の結合が妨げら
れることのない
ように、水を含
有する

8�また空気
が土の塊に
軽さを与え
る

10�また上方の火にも
土が混じっているけれ
ども、それは星々の組
成の成分としてではな
くて、それぞれが宇宙
の内に生じた以上、ちょ
うど土が火の何かを享
受するわけである

14�しかしそれは、享受するも
のが、自己と自己が分有するも
のとの両者から成り立つという
ことではなくて、宇宙における
交わりにしたがって、自己は自
己としてありながら他者を、他
者そのものではなくてそれの何
かを取り入れるということである

16�たとえば（火
が）空気そのも
のをではなくて
空気の柔軟さ
を、また土が火
の明るさを、と
いったぐあいで
ある

17�そしてこ
のような混
合が、（星々
の）すべてを
もたらすの
である

18�つまり、単独
の土や火の本
性がではなく
て、両者の結合
体が、この（星々
の）固さとこの
火性を、その時
作り出すのであ
る

20�プラトン
その人も、
以上の考え
に賛成して
こう証言し
ている

20�「神は地
球から数え
て二番めの
円周軌道に
光を点じた」
と

21�彼は太
陽のことを
言っている
のである

22�また彼はどこか別の個
所で（『国家』X 616e）太陽
を「もっとも明るいもの」と呼
び、またそれを「もっとも白
いもの」とも呼んでいるが、
これはわれわれが太陽を火
以外の何かであると真実の
を、彼が阻止しているわけ
である

25 ただしこの火は、他の二種
の火のいずれでもなくて光であ
り、彼が、炎とは別のもので、
和らかに熱いだけだと言ってい
るもの（『ティマイオス』58c�に
よると、火には焔と、焔から出る
光となるものと、焔が消えた後
の熾きの火との三種がある）で
ある

26�そして、
この光は物
体であり、こ
れから、これ
と同名の光
が輝き出る

27�そして
後者は、わ
れわれが主
張するとこ
ろでは、非
物体的なも
のである

29�この光はあ
の（前者の）光
から提供され、
前者から発し
て、いわばそれ
の花であり光輝
であるかのよう
に照り輝く

30�そして
前者は真に
真っ白な物
体なのであ
る

31�また、われわれ
は「土の類いのも
の」を劣った意味に
理解しているが、プ
ラトンは「土」を固さ
の意味に理解して
いる（『ティマイオ
ス』31b）のだ

33 とにかく、わ
れわれはある一
種のものだけを
（土と）呼んでい
るが、彼はいろ
いろな土を区別
しているのであ
る

35�さて、最も純粋な光を提供
する、今言ったような性質の光
が、上方の場所に位置してお
り、しかも本性上そこへ落ち着
いているのであるから、この（地
上の）炎があそこのもの（星々）
に入り混じることはないのだ、と
考えなければならない

39�否、それは、ある所まで上
がると、より多くの空気に出会
ったばあいには消されるし、ま
た土を含んで昇って行ったの
で、さらに上へ進むことはでき
ずに墜落し、月の下方で停止し
て、その結果その場所の空気
をより細やかなものとする

41�またこの炎
がまだ消えない
ままであれば、
弱められて、よ
り穏やかなもの
となり、沸騰す
るほどの明るさ
をもたなくなる

43�ただし、
上方の光か
ら照らされる
と、輝く程度
の明るさは
もつのだが

45�これに対して、上方の
光は、割合のいろいろちが
う部分は、大きさでも色でも
たがいに異なる星々を作り
出しているのだが、さらに天
のその他の部分もまた、や
はりそのような光からでき
ているのである

47�ただそれ
は、その物体の
細やかさと、反
発しない透明さ
のゆえに、清ら
かな空気と同じ
ように、目に見
えないのである

48�そのうえ
また、遠方
にあるという
こともあって

8�
1 さてそこで、この、今言われ
たような性質の光が上方に、定
められた場所に、つまり清純な
ものがもっとも清純な場所にと
どまっているのだとすれば、いっ
たいそれから、どのような様式
の流出が起こりうるだろうか

4�というのも、無論この
ような本性のものが、
本性的に下方に流出す
ることはないし、かとい
ってまた下方へ強制的
に押しやるようなもの
は、かの所には何もな
いのだから

5�また、すべて
物体は、魂とと
もにある時に
は、単独にある
ばあいとはちが
ったものであっ
て、同じもので
はない

6�そして、
かの所の物
体は、その
ようなもの
であって、
単独にある
ものとは性
質が異なる

8�また、
隣り合う
物体は

ーーそれが
空気であ
れ、火であ
れーー

空気が何を
働きかけう
るだろうか

9�また火の
どのような
性質も、（天
の火に）働き
かけることに
対して適し
てはいない
だろう

10�否、作
用するため
に触れるこ
とすらできま
い

10�なぜなら、かのもの
は、何かをこうむる前に
一跳びで場所を変えて
いる（回転しているの
で）だろうし、またこちら
はより弱小であり、地上
の火ほどにも強力でな
いからである

12�それに
また、この
「働きかけ
る」というこ
とは、「熱す
る」というこ
とである

12�そして、
熱せられよ
うとするもの
は、それ自
身では熱く
あってはな
らない

13�また、もし何かが火
によって破滅させられる
とすれば、まずその前
にそれが熱せられなけ
れば、そして熱せられる
ことにおいて、そのもの
の本性に反する状態と
ならなければならない

15�だから天
は、存続するた
めにも、またそ
の回転が本性
に合う仕方で行
なわれるために
も、他の物体を
少しも必要とし
ないのである

16�というのも、天にとっての本性的な運動
は直線的なものであるということは、いまだ
かつて証明されてはいないのだから（アリ
ストテレス『天について』I 2によると、天が
火でできているならば、火の本性的な運動
は直線運動であるはずで、そうであれば天
の回転は反本性的で永続しえないことに
なるから、天は火でできているのではな
い、とする）

17�なぜなら、
止まっている
か、回転する
か、どちらかが
天体にとって本
性的なのである
から

18�その他
の運動は強
制されるも
のの（行なう
運動）であ
る

20�だから、かの所
のものたちが栄養
を必要とすると言う
べきでもないし、ま
たここのものを基準
として、かの所のも
のについて断定して
もならない

21�なぜなら、かの所のもの
は、（地上のもの）と同一の魂を
保持者としてもっているのでは
なく、同じ場所にあるのでもな
く、またここにある（諸元素の）
合成物は、つねに流動している
ので、養われねばならぬという
この理由が、かの所にはないか
らである

25�それに
また、ここの
諸物体の変
化は、それ
ら自身によ
る変化なの
である

25�というのは、それらを管理して
いるのは、（天の管理とは）別の本
性のものであり、このもの（影像）は
無力なために、それらを「有る」のう
ちに引きとどめるすべを知らない
で、「成る」あるいは「生む」という仕
方で、自分の前の本性のものを模
倣しているのである

26�なお、天体が、
直知されるものたち
のように、あらゆる
点で同一であるの
ではないことは、す
でに述べられた


